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―	 52	― ―	 53	―
より他の対応も十分考えられるため、今後その
他の事例についても検討する予定である。
結論
看護師養成機関でのGID学生の受け入れ時
の対応は、入学時のGID学生の治療状況によ
り異なっていた。入学後特定の教員が相談窓口
となり、演習や学内行事についてGID学生と
話し合いを持つなどGID学生や周囲の学生に
とって最善な対策を選択することを心がけてい
た。
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